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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１次基地局または２次基地局から送信された第１の同期信号に基づいてネットワークと
の同期を捕捉することと、
　前記基地局が前記ネットワークとの同期を前記１次基地局から捕捉したか、それとも前
記２次基地局から捕捉したかに基づいて前記基地局についての同期層を決定することと、
　を備え、
　第１のサブフレームがアップリンク（ＵＬ）サブフレームであることを１つまたは複数
のユーザ機器（ＵＥ）にシグナリングすることと、
　前記第１のサブフレーム中に少なくとも１つのＵＬ送信のための前記１つまたは複数の
ＵＥをスケジュールするのを控えることと、
　前記第１のサブフレーム中に、複数の他の基地局のために第２の同期信号を送信するこ
とと、ここにおいて、前記送信することは、前記決定された同期層に少なくとも部分的に
基づく、
　を備えることによって特徴付けられる、方法。
【請求項２】
　前記第１の同期信号および前記第２の同期信号はそれぞれ、発見信号、ネットワークリ
スニングのための低いデューティサイクル信号または新しいセル発見信号、セル固有基準
信号、１次同期信号（ＰＳＳ）、または２次同期信号（ＳＳＳ）のうちの少なくとも１つ
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を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１次基地局または前記２次基地局から送信された前記第１の同期信号に基づいて前
記ネットワークとの同期を捕捉することは、
　第２のサブフレームがＵＬサブフレームであることを前記１つまたは複数のＵＥにシグ
ナリングすることと、
　前記第２のサブフレーム中に任意のＲＡＣＨ送信またはＵＬ送信をスケジュールするの
を控えることと、
　前記ネットワークとの前記同期を捕捉するために前記第２のサブフレーム中にダウンリ
ンク上で送信された前記第１の同期信号を対象にリスニングすることと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記送信することは、前記決定された同期層に少なくとも部分的に基づいて、前記第２
の同期信号を送信するためのデューティサイクルを決定することを備える、または、前記
送信することは、同じ層の１つまたは複数の基地局とともに単一周波数ネットワーク（Ｓ
ＦＮ）送信を実行することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　様々な同期層を有する基地局は、重複しない同期信号を送信する、または前記ＳＦＮ送
信は、サブフレーム依存型またはロケーション依存型のうちの少なくとも１つである、請
求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記同期層は、前記基地局と前記１次基地局との間のホップの数に基づいて決定され、
ここにおいて、同期層はホップの前記数に比例し、より低い同期層を有する基地局は、よ
り高い同期層を有する基地局よりも頻繁に同期信号を送信する、または
　前記基地局は、ホームｅノードＢ、ピコ基地局、フェムト基地局、またはリレー基地局
のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　様々な同期層を有する基地局は、少なくとも部分的に重複する同期信号を送信する、請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記１次基地局または前記２次基地局から送信された前記第１の同期信号に基づいて、
キャリアアグリゲーション（ＣＡ）がサポートされる前記ネットワークとの同期を捕捉す
ることと、
　前記第２の同期信号を送信するためのアンカーキャリアを選択することと、
　前記アンカーキャリア上で前記第２の同期信号を送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記アンカーキャリアは、セル固有基準信号（ＣＲＳ）または何らかの他のダウンリン
ク（ＤＬ）信号のうちの少なくとも１つが監視されるキャリアを備える、請求項８に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記アンカーキャリアを選択することは、リピータが配備されていないキャリアを選択
することを備え、前記方法は、別の基地局とのバックホールまたはオーバージエア（ＯＴ
Ａ）交換に基づいて、キャリアにリピータが配備されていると決定することをさらに備え
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのＵＬ送信は、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）送信を備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記第２の同期信号の１つまたは複数のバーストを送信することと、ここにおいて、前
記１つまたは複数のバーストは、前記基地局が休眠モードまたはオフモードにあるときで
も、比較的低いデューティサイクルにより持続的に送信される、ここにおいて、第２の同
期信号の前記１つまたは複数のバーストは、前記基地局によってサービスされるユーザ機
器のための同期信号を含まない、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　第２の同期信号の前記１つまたは複数のバーストは、異なる基地局からの第３の同期信
号の１つまたは複数のバーストと少なくとも部分的に重複する、または、第２の同期信号
の前記１つまたは複数のバーストは、ユーザ機器または別の基地局のうちの少なくとも１
つに向けられた１つまたは複数の信号を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　第２の同期信号の前記１つまたは複数のバーストを送信するための送信電力を、他の信
号のための送信電力に対してブーストすることをさらに備える、請求項１２に記載の方法
。
【請求項１５】
　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　１次基地局または２次基地局から送信された第１の同期信号に基づいてネットワーク
との同期を捕捉することと、
　　前記基地局が前記ネットワークとの同期を前記１次基地局から捕捉したか、それとも
前記２次基地局から捕捉したかに基づいて前記基地局についての同期層を決定することと
、
　を行うように構成され、
　　第１のサブフレームがアップリンク（ＵＬ）サブフレームであることを１つまたは複
数のユーザ機器（ＵＥ）にシグナリングすることと、
　　前記第１のサブフレーム中に少なくとも１つのＵＬ送信のための前記１つまたは複数
のＵＥをスケジュールするのを控えることと、
　　１つまたは複数の他の基地局のために前記第１のサブフレーム中に、複数の他の基地
局のために第２の同期信号を送信することと、ここにおいて、前記送信することは、前記
決定された同期層に少なくとも部分的に基づく、
　を行うように構成されることによって特徴付けられるプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備える装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１３年５月１０
日に出願された米国仮特許出願第６１／８２２，２４６号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、（た
とえば、ネットワークリスニングによる）ネットワーク同期のための方法および装置に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどのような様々な通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有する
ことによって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークとすること
ができる。そのような多元接続ネットワークの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネ
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ットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦ
ＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびア
ップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は、基地
局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）は、ＵＥから基
地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータと制御情報とを送信することができ、
かつ／またはＵＥからアップリンク上でデータと制御情報とを受信することができる。ダ
ウンリンク上では、基地局からの送信は、ネイバー基地局からの送信による干渉を観測す
ることがある。アップリンク上では、ＵＥからの送信は、ネイバー基地局と通信する他の
ＵＥからの送信に対して干渉を引き起こす可能性がある。基地局およびＵＥなどのデバイ
ス間で引き起こされた干渉は、ダウンリンクとアップリンクの両方でパフォーマンスを劣
化させることがある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]そのいくつかの態様は、（たとえば、ネットワークリスニングによる）ネットワ
ーク同期のための技法および装置を提供する。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信の方法を提供
する。本方法は概して、１次ＢＳまたは２次ＢＳから送信された第１の同期信号に基づい
てネットワークとの同期を捕捉することと、基地局がネットワークとの同期を１次ＢＳか
ら捕捉したか、それとも２次ＢＳから捕捉したかに基づいてＢＳについての同期層（sync
hronization stratum）を決定することと、１つまたは複数の他のＢＳがネットワークと
の同期を捕捉するために使用するように第２の同期信号を送信することと、ここにおいて
、送信することは、決定された同期層に少なくとも部分的に基づく、を含む。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信の方法を提供する。本方
法は概して、１次ＢＳまたは２次ＢＳから送信された第１の同期信号に基づいて、キャリ
アアグリゲーション（ＣＡ）がサポートされるネットワークとの同期を捕捉することと、
第２の同期信号を送信するためのアンカーキャリアを選択することと、アンカーキャリア
上で第２の同期信号を送信することとを含む。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信の方法を提供する。本方
法は概して、１次ＢＳまたは２次ＢＳから送信された第１の同期信号に基づいてネットワ
ークとの同期を捕捉することと、第２の同期信号の１つまたは複数のバーストを送信する
ことと、ここにおいて、１つまたは複数のバーストは、比較的低いデューティサイクルに
より持続的に送信される、を含む。
【００１０】
　[0010]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信の方法を提供する。本方
法は概して、サブフレームがアップリンクサブフレームであることを１つまたは複数のユ
ーザ機器（ＵＥ）にシグナリングすることと、ネットワークとの同期を捕捉するためにサ
ブフレーム中に別のＢＳによって送信された同期信号を対象にリスニングすること、また
はサブフレーム中に他のＢＳがリスニング対象にするように同期信号を送信することのう
ちの少なくとも１つとを含む。
【００１１】
　[0011]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信の方法を提供する。本方
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法は概して、バックホール接続を介して、またはオーバージエア（over the air）で、キ
ャリアがレガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ）であるか、それとも新しいキャリアタイプ（
ＮＣＴ）であるかを示すシグナリングを受信することと、指示に基づいて、別のＢＳによ
って送信された同期信号を対象にリスニングすることとを含む。
【００１２】
　[0012]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信の方法を提供する。本方
法は概して、ＢＳがネットワークとの同期を１次ＢＳから捕捉したか、それとも別のＢＳ
から捕捉したかに基づいて、１次ＢＳまたは別のＢＳから送信された同期信号に基づいて
ネットワークとの同期を捕捉した１つまたは複数の他のＢＳについての同期層を決定する
ことと、ネットワークとの同期を捕捉するために使用する他のＢＳからの同期信号を対象
にリスニングすることと、ここにおいて、リスニングすることは、決定された同期層に少
なくとも部分的に基づく、を含む。
【００１３】
　[0013]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信の方法を提供する。本方
法は概して、１次ＢＳまたは別のＢＳから送信された同期信号に基づいて、ＣＡがサポー
トされるネットワークとの同期を捕捉した１つまたは複数の他のＢＳによって送信された
同期信号を対象にリスニングするためのアンカーキャリアを識別することと、アンカーキ
ャリア上で同期信号を対象にリスニングすることとを含む。
【００１４】
　[0014]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信の方法を提供する。本方
法は概して、１次ＢＳまたは別のＢＳから送信された同期信号に基づいてネットワークと
の同期を捕捉した１つまたは複数のＢＳからの同期信号の１つまたは複数のバーストを対
象にリスニングすることと、ここにおいて、１つまたは複数のバーストは、比較的低いデ
ューティサイクルにより持続的に送信される、同期信号の１つまたは複数のバーストに基
づいてネットワークとの同期を捕捉することとを含む。
【００１５】
　[0015]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のための装置を提供する
。本装置は概して、１次ＢＳまたは２次ＢＳから送信された第１の同期信号に基づいてネ
ットワークとの同期を捕捉するための手段と、ＢＳがネットワークとの同期を１次ＢＳか
ら捕捉したか、それとも２次ＢＳから捕捉したかに基づいてＢＳについての同期層を決定
するための手段と、１つまたは複数の他のＢＳがネットワークとの同期を捕捉するために
使用するように第２の同期信号を送信するための手段と、ここにおいて、送信することは
、決定された同期層に少なくとも部分的に基づく、を含む。
【００１６】
　[0016]本開示のいくつかの態様は、ＢＳによるワイヤレス通信のための装置を提供する
。本装置は概して、１次ＢＳまたは２次ＢＳから送信された第１の同期信号に基づいてネ
ットワークとの同期を捕捉することと、基地局がネットワークとの同期を１次ＢＳから捕
捉したか、それとも２次ＢＳから捕捉したかに基づいてＢＳについての同期層を決定する
ことと、１つまたは複数の他のＢＳがネットワークとの同期を捕捉するために使用するよ
うに第２の同期信号を送信することと、ここにおいて、送信することは、決定された同期
層に少なくとも部分的に基づく、を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサを
含む。本装置は概して、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリも含む。
【００１７】
　[0017]本開示のいくつかの態様はまた、上記の方法に対応する様々な装置とプログラム
製品とを提供する。
【００１８】
　[0018]本開示の上述の特徴が詳細に理解され得るように、添付の図面にその一部が示さ
れる態様を参照することによって、上記で簡単に要約された内容のより具体的な説明が得
られ得る。ただし、その説明は他の等しく有効な態様に通じ得るので、添付の図面は、本
開示のいくつかの典型的な態様のみを示し、したがって、本開示の範囲を限定するものと
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見なされるべきではないことに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークの一例を概
念的に示すブロック図。
【図２】[0020]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークにおけるフ
レーム構造の一例を概念的に示すブロック図。
【図２Ａ】[0021]本開示のいくつかの態様による、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ（ＬＴＥ）におけるアップリンクのための例示的なフォーマットを示す図。
【図３】[0022]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークにおけるユ
ーザ機器デバイス（ＵＥ）と通信する発展型ノードＢ（ｅＮＢ）の一例を概念的に示すブ
ロック図。
【図４】[0023]本開示のいくつかの態様による、通常のサイクリックプレフィックス（Ｃ
Ｐ）における例示的な復調基準信号（ＤＭＲＳ）パターンを示す図。
【図５】[0024]本開示のいくつかの態様による、ＬＴＥフレームにおける１次同期信号（
ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、および物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）
に関するリソース構成を示す図。
【図６Ａ】[0025]本開示のいくつかの態様による、ネットワークリスニングを使用する例
示的なネットワーク同期を示す図。
【図６Ｂ】本開示のいくつかの態様による、ネットワークリスニングを使用する例示的な
ネットワーク同期を示す図。
【図７Ａ】[0026]本開示のいくつかの態様による、例示的な小規模セル配備シナリオを示
す図。
【図７Ｂ】本開示のいくつかの態様による、例示的な小規模セル配備シナリオを示す図。
【図７Ｃ】本開示のいくつかの態様による、例示的な小規模セル配備シナリオを示す図。
【図７Ｄ】本開示のいくつかの態様による、例示的な小規模セル配備シナリオを示す図。
【図８】[0027]本開示のいくつかの態様による、基地局（ＢＳ）によって実行され得るワ
イヤレス通信のための例示的な動作を示す図。
【図９】[0028]本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって実行され得るワイヤレス通
信のための例示的な動作を示す図。
【図１０】[0029]本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって実行され得るワイヤレス
通信のための例示的な動作を示す図。
【図１１】[0030]本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって実行され得るワイヤレス
通信のための例示的な動作を示す図。
【図１２】[0031]本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって実行され得るワイヤレス
通信のための例示的な動作を示す図。
【図１３】[0032]本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって実行され得るワイヤレス
通信のための例示的な動作を示す図。
【図１４】[0033]本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって実行され得るワイヤレス
通信のための例示的な動作を示す図。
【図１５】[0034]本開示のいくつかの態様による、ＢＳによって実行され得るワイヤレス
通信のための例示的な動作を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0035]本明細書では、（たとえば、ネットワークリスニング（listening）による）ネ
ットワーク同期のための技法および装置が提供される。いくつかの態様によれば、同期基
地局は、ネットワークリスニングを実行する基地局によって受信され得る同期信号を送信
し得る。同期信号のデューティサイクルおよび／または単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ
）送信は、同期基地局の層に基づき得る。様々なデューティサイクルによりネットワーク
リスニングを実行するＢＳのために、持続的な低いデューティサイクルがアンカーバース
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トとしてシグナリングされ、ｅＮＢ間で重複することがある。いくつかの態様では、キャ
リアアグリゲーション（ＣＡ）がサポートされる場合、ネットワークリスニングはアンカ
ーキャリアベースであり得る。いくつかの態様の場合、時分割複信において、ＢＳはサブ
フレームをＵＥのためのアップリンク（ＵＬ）として宣言し得るが、ｅＮＢが、他のＢＳ
がネットワークリスニングを実行するようにサブフレーム中に１つまたは複数のダウンリ
ンク（ＤＬ）信号を送信すること、および／またはｅＮＢがネットワークリスニングを実
行することがある。ネットワークリスニングを実行するＢＳは、バックホール（backhaul
）接続を介して、またはオーバージエアで、キャリアがレガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ
）であるか、それとも新しいキャリアタイプ（ＮＣＴ）であるかを示すシグナリングを受
信し得る。
【００２１】
　[0036]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークに使用され
得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用される
。ＣＤＭＡネットワークは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ
　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡ
は、Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態と
を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格を
カバーする。ＴＤＭＡネットワークは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装する
ことができる。ＯＦＤＭＡネットワークは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）
、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（
Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥ
Ｅ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装することがで
きる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ　Ｌｏｎ
ｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ
－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）という名称の組織からの文
書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ
　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）という名称の組織から
の文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークお
よび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術に使用され得る。明
快のために、本技法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに関して説明
し、以下の説明の大部分でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ用語を使用する。
例示的なワイヤレス通信ネットワーク
　[0037]図１に、ワイヤレス通信ネットワーク１００を示し、これはＬＴＥネットワーク
であり得る。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１
１０と他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮＢは、ユーザ機器デバイス（Ｕ
Ｅ）と通信する局であり得、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ばれることも
ある。各ｅＮＢ１１０は、特定の地理的エリアに対して通信カバレージを提供することが
できる。３ＧＰＰにおいて、「セル」という用語は、この用語が使用される状況に応じて
、ｅＮＢのカバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアにサービスするｅＮＢ
サブシステムを指すことがある。
【００２２】
　[0038]ｅＮＢは、マクロセル、小規模セル、および／または他のタイプのセルに通信カ
バレージを与え得る。「小規模セル」は、マクロセルよりも比較的小さいセルを指すこと
がある。小規模セルは、たとえば、ピコセルまたはフェムトセルであり得る。マクロセル
は、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし得、サービ
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スに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい
地理的エリアをカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能に
し得る。フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、
フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed S
ubscriber Group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセ
スを可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢ（すなわち、マクロ基地局
）と呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢ（すなわち、ピコ基地局
）と呼ばれることがある。フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢ（すなわち、フ
ェムト基地局）またはホームｅＮＢと呼ばれることがある。図１に示す例では、ｅＮＢ１
１０ａ、１１０ｂ、および１１０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ、１０２ｂ、および
１０２ｃのためのマクロｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのため
のピコｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフェムトセル１０
２ｙおよび１０２ｚのためのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（
たとえば、３つの）セルをサポートすることができる。
【００２３】
　[0039]ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流局（
たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受信し、その
データおよび／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送信す
る局である。中継局はまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥ（たとえば、ＵＥ中継
局）とすることができる。図１に示す例では、中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ
　１２０ｒとの間の通信を容易にするために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信
し得る。中継局は、リレーｅＮＢ、リレーなどと呼ばれることもある。
【００２４】
　[0040]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどを含む異種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔ
）であり得る。これらの様々なタイプのｅＮＢは、様々な送信電力レベル、様々なカバレ
ージエリア、およびワイヤレスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得
る。たとえば、マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し得
るが、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーは、より低い送信電力レベル（たとえ
ば、１ワット）を有し得る。
【００２５】
　[0041]ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送
信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミ
ングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で
説明する技法は、同期動作と非同期動作の両方のために使用され得る。
【００２６】
　[0042]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮＢ
の協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホールを介し
てｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、直接、またはワイヤレス
バックホールもしくは有線バックホールを介して間接的に、互いに通信し得る。
【００２７】
　[0043]ＵＥ１２０（たとえば、１２０ｘ、１２０ｙ）は、ワイヤレスネットワーク１０
０全体にわたって分散され得、各ＵＥは、固定でも移動でもよい。ＵＥは、端末、移動局
、加入者ユニット、局などと呼ばれることもある。ＵＥは、セルラー電話、スマート電話
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルド
デバイス、ラップトップ／ノートブックコンピュータ、コードレス電話、ワイヤレスロー
カルループ（ＷＬＬ）局、タブレットなどであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮ
Ｂ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信することが可能であり得る。図１において、両矢
印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上での、ＵＥと、そのＵＥに
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サービスするように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢとの間の所望の送信を示す
。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉送信を示す。いくつかの態様の場合、
ＵＥは、ＬＴＥリリース１０ＵＥを含み得る。
【００２８】
　[0044]ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、ア
ップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦ
ＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複
数（Ｋ）個の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。一
般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送信さ
れる。隣接するサブキャリア間の間隔は固定とすることができ得、サブキャリアの総数（
Ｋ）はシステム帯域幅に依存することができる。たとえば、Ｋは、１．２５、２．５、５
、１０、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対してそれぞれ１２８、２
５６、５１２、１０２４、または２０４８に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サ
ブバンドに区分され得る。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、１．２
５、２．５、５、１０、または２０ＭＨｚのシステム帯域幅に対してそれぞれ１つ、２つ
、４つ、８つ、または１６個のサブバンドがあり得る。
【００２９】
　[0045]図２に、ＬＴＥにおいて使用されるフレーム構造を示す。ダウンリンクの送信タ
イムラインは、無線フレームの単位に区分され得る。各無線フレームは、所定の持続時間
（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有してよく、０から９のインデックスをもつ１０個
のサブフレームに区分され得る。各サブフレームは、２個のスロットを含み得る。したが
って、各無線フレームは、０から１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得る
。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、たとえば、（図２に示すように）通常のサイクリ
ックプレフィックスに対するＬ＝７個のシンボル期間、または拡張されたサイクリックプ
レフィックスに対するＬ＝６個のシンボル期間を含み得る。各サブフレーム中の２Ｌ個の
シンボル期間には、０から２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。利用可能な時間
周波数リソースはリソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロ
ット中でＮ個のサブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００３０】
　[0046]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ）と２
次同期信号（ＳＳＳ）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示すよ
うに、それぞれ、通常のサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフレー
ム０および５の各々中のシンボル期間６および５中で送られ得る。同期信号は、セル検出
および捕捉のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロット１
中のシンボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broad
cast Channel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００３１】
　[0047]ｅＮＢは、図２に示すように、各サブフレームの第１のシンボル期間中に物理制
御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indica
tor Channel）を送り得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるいくつか
（Ｍ個）のシンボル期間を搬送し得、ここで、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、サ
ブフレームごとに変化し得る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満であ
る、小さいシステム帯域幅では４に等しくなり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの最初の
Ｍ個のシンボル期間中に物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical HAR
Q Indicator Channel）と物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downli
nk Control Channel）とを送り得る（図２に図示せず）。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat request）をサポートするための情報
を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と、ダウンリン
クチャネルのための制御情報とを搬送し得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボ
ル期間中に物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Cha
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nnel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信のためにスケジュール
されたＵＥのためのデータを搬送し得る。ＬＴＥにおける様々な信号およびチャネルは、
公開されている「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ
　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１に記載されている。
【００３２】
　[0048]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られる
各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り
得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤＣＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳＣＨを
送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャストでＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、Ｐ
ＣＦＩＣＨ、およびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャストでＰＤＣＣＨを送り
得、また、特定のＵＥにユニキャストでＰＤＳＣＨを送り得る。
【００３３】
　[0049]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複
素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シンボル期間中に基
準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ：resource
 element group）に構成され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中に４つのリソース
要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周波数上でほぼ等しく離間
され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１つまたは複数の構成可能なシン
ボル期間において、周波数上で拡散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る。たとえば、Ｐ
ＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０に属し得るか、またはシンボル
期間０、１、および２に拡散され得る。ＰＤＣＣＨは、最初のＭ個のシンボル期間中に利
用可能なＲＥＧから選択され得る、たとえば、９個、１８個、３６個、または７２個のＲ
ＥＧを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して可能にされ得る
。
【００３４】
　[0050]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索する組合せ
の数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して可能にされた組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは、
ＵＥが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００３５】
　[0051]図２Ａに、ＬＴＥにおけるアップリンクのための例示的なフォーマット２００Ａ
を示す。アップリンクのために利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御
セクションとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおい
て形成され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、
制御情報を送信するためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクショ
ン中に含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。図２Ａの設計は、データセクシ
ョン中の連続するサブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連
続サブキャリアを含むデータセクションを生じさせる。
【００３６】
　[0052]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために制御セクション中のリソースブロ
ックが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するためにデータセクション
中のリソースブロックも割り当てられ得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられた
リソースブロック上の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink Co
ntrol Channel）２１０ａ、２１０ｂ中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクシ
ョン中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ：Physical Uplink Shared Channel）２２０ａ、２２０ｂ中でデータのみまたはデータ
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と制御情報の両方を送信し得る。アップリンク送信は、サブフレームの両方のスロットに
わたり得、図２Ａに示すように周波数全体にわたってホッピングし得る。
【００３７】
　[0053]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内にあり得る。そのＵＥにサービスするため
に、これらのｅＮＢのうちの１つが選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、経路
損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）など、様々な基準に基づいて選択され得る。
【００３８】
　[0054]ＵＥは、ＵＥが１つまたは複数の干渉ｅＮＢからの高干渉を観測し得る支配的干
渉シナリオにおいて動作し得る。支配的干渉シナリオは、制限付き関連付けにより発生し
得る。たとえば、図１では、ＵＥ　１２０ｙは、フェムトｅＮＢ１１０ｙに近接し得、ｅ
ＮＢ１１０ｙについて高い受信電力を有し得る。しかしながら、ＵＥ１２０ｙは、制限付
き関連付けによりフェムトｅＮＢ１１０ｙにアクセスすることができないことがあり、次
いで、（図１に示すように）より低い受信電力をもつマクロｅＮＢ１１０ｃまたはやはり
より低い受信電力をもつフェムトｅＮＢ１１０ｚ（図１に図示せず）に接続し得る。その
場合、ＵＥ１２０ｙは、ダウンリンク上でフェムトｅＮＢ１１０ｙからの高干渉を観測し
得、また、アップリンク上でｅＮＢ１１０ｙに高干渉を引き起こし得る。
【００３９】
　[0055]支配的干渉シナリオはまた、範囲拡張により発生し得、これは、ＵＥが、ＵＥに
よって検出されたすべてのｅＮＢのうち、より低い経路損失とより低いＳＮＲとをもつｅ
ＮＢに接続するシナリオである。たとえば、図１では、ＵＥ１２０ｘは、マクロｅＮＢ１
１０ｂとピコｅＮＢ１１０ｘとを検出し得、ｅＮＢ１１０ｘについて、ｅＮＢ１１０ｂよ
りも低い受信電力を有し得る。とはいえ、ｅＮＢ１１０ｘの経路損失がマクロｅＮＢ１１
０ｂの経路損失よりも低い場合、ＵＥ１２０ｘはピコｅＮＢ１１０ｘに接続することが望
ましいことがある。これにより、ＵＥ１２０ｘの所与のデータレートに対してワイヤレス
ネットワークへの干渉が少なくなり得る。
【００４０】
　[0056]いくつかの態様によれば、支配的干渉シナリオにおける通信は、異なるｅＮＢを
異なる周波数帯域上で動作させることによってサポートされ得る。周波数帯域は、通信の
ために使用され得る周波数範囲であり、（ｉ）中心周波数および帯域幅、または（ｉｉ）
より低い周波数およびより高い周波数によって与えられ得る。周波数帯域は、帯域、周波
数チャネルなどと呼ばれることもある。異なるｅＮＢのための周波数帯域は、強いｅＮＢ
がそれのＵＥと通信することを可能にしながら、ＵＥが支配的干渉シナリオにおいてより
弱いｅＮＢと通信することができるように選択され得る。ｅＮＢは、ＵＥにおいて受信さ
れるｅＮＢからの信号の受信電力に基づいて（ｅＮＢの送信電力レベルには基づかずに）
「弱い」ｅＮＢまたは「強い」ｅＮＢとして分類され得る。
【００４１】
　[0057]図３は、図１の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局またはｅＮＢ１１
０および図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図である。制限
付き関連付けシナリオの場合、ｅＮＢ１１０は図１のマクロｅＮＢ１１０ｃであり得、Ｕ
Ｅ１２０はＵＥ１２０ｙであり得る。ｅＮＢ１１０はまた、何らかの他のタイプの基地局
であり得る。ｅＮＢ１１０は、Ｔ個のアンテナ３３４ａ～３３４ｔを装備し得、ＵＥ１２
０は、Ｒ個のアンテナ３５２ａ～３５２ｒを装備し得、概して、Ｔ≧１およびＲ≧１であ
る。
【００４２】
　[0058]ｅＮＢ１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データ
は、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。送信プロセッサ３２０は、データと制御情
報とを処理（たとえば、符号化およびシンボルマッピング）して、それぞれデータシンボ
ルと制御シンボルとを取得し得る。送信プロセッサ３２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、Ｓ
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ＳＳ、およびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力
多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボ
ル、および／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実
行し得、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～３３２ｔに
供給し得る。各変調器３３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）それぞれの出力シンボル
ストリームを処理して出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器３３２はさらに、
出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、お
よびアップコンバート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。変調器３３２ａ～３３２
ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞれＴ個のアンテナ３３４ａ～３３４ｔを介し
て送信され得る。
【００４３】
　[0059]ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒは、ｅＮＢ１１０からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５４ｒに
供給し得る。各復調器３５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、
増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを得ることができる。
各復調器３５４はさらに、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）入力サンプルを処理して受信シ
ンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、Ｒ個の復調器３５４ａ～３５４ｒのすべ
てから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実
行し、検出されたシンボルを供給し得る。受信プロセッサ３５８は、検出されたシンボル
を処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０の復号された
データをデータシンク３６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３
８０に与え得る。
【００４４】
　[0060]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４は、データソ
ース３６２から（たとえば、ＰＵＳＣＨのための）データを受信し、処理し得、コントロ
ーラ／プロセッサ３８０から（たとえば、ＰＵＣＣＨのための）制御情報を受信し、処理
し得る。送信プロセッサ３６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送
信プロセッサ３６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６
６によってプリコードされ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器３５
４ａ～３５４ｒによって処理され、ｅＮＢ１１０に送信され得る。ｅＮＢ１１０において
、ＵＥ１２０からのアップリンク信号は、アンテナ３３４によって受信され、復調器３３
２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器３３６によって検出され、さらに
受信プロセッサ３３８によって処理されて、ＵＥ１２０によって送られた復号されたデー
タおよび制御情報が取得され得る。受信プロセッサ３３８は、復号されたデータをデータ
シンク３３９に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３４０に与え得る
。
【００４５】
　[0061]コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれｅＮＢ１１０におけ
る動作およびＵＥ１２０における動作を指示し得る。ｅＮＢ１１０におけるコントローラ
／プロセッサ３４０、受信プロセッサ３３８、送信プロセッサ３２０ならびに／または他
のプロセッサおよびモジュールは、たとえば、図８～図１５の動作８００～１５００、お
よび／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行または指示し得る。メ
モリ３４２および３８２はそれぞれ、ｅＮＢ１１０およびＵＥ１２０のためのデータおよ
びプログラムコードを記憶することができる。スケジューラ３４４は、ダウンリンク上お
よび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュールし得る。ｅＮＢ
１１０は、静的リソース区分情報（ＳＰＲＩ）３９０をＵＥ１２０に送信することができ
る。ＵＥ１２０は、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）３９２をｅＮＢ１１０に送信する
ことができる。
【００４６】
　[0062]いくつかの態様によれば、ＵＥ固有の復調基準信号（ＤＭＲＳ）が、ＰＤＳＣＨ
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のコヒーレント復調のためのダウンリンクチャネル推定に使用され得る。いくつかの態様
によれば、ＰＤＳＣＨに良好なチャネル推定をもたらすために、ＰＤＳＣＨを搬送する各
リソースブロックＲＢは、ＲＢ内に良好なチャネル推定に十分なＤＭＲＳを含むことがで
きる。
【００４７】
　[0063]図４に、本開示のいくつかの態様により使用され得る、通常のサイクリックプレ
フィックスの場合におけるＲｅｌ－１０で定義される例示的なＤＭＲＳパターン４００ａ
～ｃを示す。
【００４８】
　[0064]図示のように、リソース要素（ＲＥ）４１０および４２０がＤＭＲＳ送信のため
に割り振られる。図示の例では、ＲＥ４１０はＣＤＭグループ１に使用され、ＲＥ４２０
はＣＤＭグループ２に使用される。図４に示すように、ＤＭＲＳは、サブフレームの第１
および第２のスロットの各々の第６および第７のシンボルを占める。
【００４９】
　[0065]ＤＭＲＳパターン４００ａは、通常サブフレームに関するＤＭＲＳパターンを示
している。本明細書で使用する通常サブフレームという用語は、ダウンリンクパイロット
タイムスロット（ＤｗＰＴＳ）、すなわち、ＬＴＥが時分割複信（ＴＤＤ）で動作すると
きにいくつかのサブフレーム（たとえば、サブフレーム構成に応じて、無線フレームにお
ける第２の、または第７のサブフレーム）で一般に占める特別なダウンリンクタイムスロ
ットを有しないサブフレームを指す、相対的な用語である。ＤｗＰＴＳサブフレームの長
さは、異なるダウンリンク－アップリンク切替え期間を設定できるように可変である。
【００５０】
　[0066]ＤＭＲＳパターン４００ｂは、１１個または１２個のシンボルを有するＤｗＰＴ
Ｓサブフレームに関する例示的なＤＭＲＳパターンを示している。この例に示すように、
ＤＭＲＳは、サブフレームの第１および第２のスロットの各々の第３および第４のシンボ
ルを占める。ＤＭＲＳパターン４００ｃは、９個、１０個のシンボルを有するＤｗＰＴＳ
サブフレームに関するＤＭＲＳパターンを示している。この例に示すように、ＤＭＲＳは
、サブフレームの第１のスロットの第３、第４、第６および第７のシンボルを占める。
【００５１】
　[0067]レガシーシステム（たとえば、Ｒｅｌ－８／９／１０）では、１次同期信号（Ｐ
ＳＳ）おおよび２次同期信号（ＳＳＳ）は、概して（たとえば、図２に示すように）サブ
フレーム０および５のみにおいて中央の６個のＲＢ中で送信される。１次ブロードキャス
トチャネル（ＰＢＣＨ）も、概して中央の６個のＲＢ中で送信されるが、サブフレーム０
のみで送信される。
【００５２】
　[0068]図５に、本開示のいくつかの態様による、ＬＴＥフレームにおけるＰＳＳ、ＳＳ
ＳおよびＰＢＣＨに関する例示的なリソース構成５００を示す。図５に示すように、１０
ｍｓの長さのＬＴＥフレームは一般に、各々が１ｍｓの長さを有する１０個のサブフレー
ムに分割される。各サブフレームはさらに２つのスロット、スロット０およびスロット１
に分割され得る。図示のように、ＰＳＳおよびＳＳＳは一般に、５ｍｓごとにサブフレー
ム０および５で送信される。ＰＳＳおよびＳＳＳは、サブフレーム０および５における第
１のスロットの最後の２つのシンボルで相次いで送信される。一般にＳＳＳは、ＰＳＳの
前に送信される。
【００５３】
　[0069]本開示のいくつかの態様によれば、図５に示すように、１０ｍｓの境界を区別す
るために、２つのＳＳＳ信号、ＳＳＳ１（たとえば、サブフレーム０）およびＳＳＳ２（
たとえば、サブフレーム５）は異なる構成を有し得る。一方、ＰＳＳ構成は固定され得る
。ＰＢＣＨは１０ｍｓごとに、サブフレーム０の第２のスロットの最初の４つのシンボル
で送信される。いくつかの態様によれば、上記で定義されたＰＳＳ／ＳＳＳ／ＰＢＣＨ構
成は周波数分割複信（ＦＤＤ）送信に使用される。
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【００５４】
　[0070]いくつかの態様によれば、ＴＤＤ送信の場合、ＳＳＳはサブフレーム０および５
の最後のシンボルで送信されてよく、ＰＳＳはサブフレーム１および６の第３のシンボル
で送信されてよい。
ネットワーク同期のための方法および装置例
　[0071]本明細書では、（たとえば、ネットワークリスニングによる）ネットワーク同期
のための技法および装置が提供される。いくつかの態様によれば、同期基地局は、ネット
ワークリスニングを実行する基地局によって受信され得る同期信号を送信し得る。同期信
号のデューティサイクルおよび／または単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）送信は、同期
ＢＳの層に基づき得る。様々なデューティサイクルによりネットワークリスニングを実行
するＢＳのために、持続的な低いデューティサイクルがアンカーバーストとしてシグナリ
ングされ、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）間で重複することがある。いくつかの態様では、キャ
リアアグリゲーション（ＣＡ）がサポートされる場合、ネットワークリスニングはアンカ
ーキャリアベースであり得る。いくつかの態様の場合、時分割複信（ＴＤＤ）において、
ＢＳはサブフレームをＵＥのためのＵＬとして宣言し得るが、ｅＮＢが、他のＢＳがネッ
トワークリスニングを実行するようにサブフレーム中にＤＬ信号を送信すること、および
／またはｅＮＢ自体がネットワークリスニングを実行することがある。ネットワークリス
ニングを実行するＢＳは、バックホール接続を介して、またはオーバージエアで、キャリ
アがレガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ）であるか、それとも新しいキャリアタイプ（ＮＣ
Ｔ）であるかを示すシグナリングを受信し、それに基づいてリスニングを実行し得る。
【００５５】
　[0072]ネットワーク同期はワイヤレス通信にとって望ましい。ＴＤＤ　ＢＳ、たとえば
ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）のために様々なネットワーク同期技法が識別されている。
【００５６】
　[0073]ＴＤＤ　ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ）ネットワーク同期のための１つの技法は、
全地球測位システム（ＧＰＳ）に関係する。この技法では、ＧＰＳ同期信号を捕捉するた
めのＧＰＳ受信機をＢＳが含む場合、ＧＰＳは正確な同期精度（たとえば、およそ約１０
０ｎｓ）をもたらし得る。しかしながら、ＧＰＳ受信機はすべてのシナリオにおいて常に
機能するとは限らない（たとえば、屋内）。さらに、ＧＰＳ受信機は、小規模セルにとっ
てコストを増大させ得る。
【００５７】
　[0074]ＩＥＥＥ１５８８ｖ２による、ネットワーク同期のための別の技法は、良好なバ
ックホール状況（たとえば、事業者が制御するファイバー／イーサネット（登録商標））
下でマイクロ秒未満のレベルの精度をもたらし得る。しかしながら、そのような良好なバ
ックホール状況は常に可能であるとは限らない。特に、ケーブルおよびデジタル加入者回
線（ＤＳＬ）モデムを介したバックホールは、著しいジッタおよび遅延変動に直面するこ
とがある。アップストリームパケット遅延δ1はダウンストリーム遅延δ2に等しくないこ
とがあり、これは（δ1－δ2）／２の誤差をもたらし得る。この誤差は、最大で何ミリ秒
にもなり得る。したがって、ＩＥＥＥ１５８８ｖ２技法の有用性は、ＴＤＤ－ＬＴＥ同期
の適用の場合には限定され得る。
【００５８】
　[0075]ネットワーク同期のための第３の技法は、ネットワークリスニングに関係する。
ネットワークリスニングは、たとえば、ＧＰＳおよびＩＥＥＥ１５８８ｖ２が実用的な技
法ではないシナリオにおいて使用され得る。このため、ネットワークリスニングは、他の
技法が適用可能ではないそれらのシナリオにおいて、ＴＤＤ－ＬＴＥ　ＢＳ（たとえば、
ＨｅＮＢ）のための重要な同期方式であり得る。
【００５９】
　[0076]図６Ａ～図６Ｂに、本開示のいくつかの態様による、ネットワークリスニングを
使用する例示的なネットワーク同期を示す。図６Ａに示すように、ネットワークリスニン
グを使用して、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ１　６０４）は、それのタイミングを、同期ｅ
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ＮＢ（たとえば、Ｓｙｎｃ　ｅＮＢ　６０２）などの１次基地局から導出し得る。図６Ｂ
に示すように、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ２　６０６）は、それのタイミングを、別の同
期ｅＮＢ（たとえば、ＨｅＮＢ１　６０４）などの２次基地局から導出し得る。いくつか
の態様では、Ｓｙｎｃ　ｅＮＢ　６０２は、１次ソースからネットワークとの同期を捕捉
したＢＳを含み得る。
【００６０】
　[0077]いくつかの態様によれば、シングルホップ同期とマルチホップ同期の両方が（た
とえば、層を使用して）サポートされ得る。図６Ａに示すように、シングルホップ同期６
００Ａの場合、ＨｅＮＢ１　６０４は、それのタイミングを導出するために、Ｓｙｎｃ　
ｅＮＢ　６０２からの同期信号または基準信号を利用し得る。図６Ｂに示すように、マル
チホップ同期６００Ｂの場合、ＨｅＮＢ２　６０６が１次同期ソース、たとえば、Ｓｙｎ
ｃ　ｅＮＢ　６０２（または全地球航法衛星システム（ＧＮＳＳ）同期を有するＨｅＮＢ
）から同期を捕捉し得ない場合、同期層の概念によりマルチホップがサポートされ得る。
たとえば、図６Ｂに示すように、ＨｅＮＢ２　６０６は、それのタイミングをＨｅＮＢ１
　６０４から導出することがあり、ＨｅＮＢ１　６０４も、それのタイミングをＳｙｎｃ
　ｅＮＢ　６０２から導出している。
【００６１】
　[0078]いくつかの態様によれば、特定のＢＳの同期層は、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ１
　６０４またはＨｅＮＢ２　６０６）とＧＰＳソース（たとえば、Ｓｙｎｃ　ｅＮＢ　６
０２）との間のホップの最小数と定義され得る。特定のＢＳの同期層は、それのドナーＢ
Ｓ（たとえば、それが追跡している（Ｈ）ｅＮＢ）よりも大きいものであり得る。たとえ
ば、図６Ｂに示す例では、Ｓｙｎｃ　ｅＮＢ　６０２は層０を有し得、ＨｅＮＢ１　６０
４は層１を有し、ＨｅＮＢ２は層２を有する。
【００６２】
　[0079]いくつかのシステム（たとえば、リリース１２）では、様々な配備シナリオは、
同じキャリア周波数においてマクロセルを有することと、有しないこととがある、屋外配
備配備と屋内配備配備の両方を含む。図７Ａ～図７Ｄに、本開示のいくつかの態様による
、それぞれ、例示的な小規模セル配備シナリオ７００Ａ～７００Ｄを示す。
【００６３】
　[0080]図７Ａは、（たとえば、屋外配備用の）マクロセル７０２Ａと、（たとえば、屋
外配備用の）小規模セル７０６Ａ、７０８Ａ、および７１０Ａの小規模セルクラスタ７０
４Ａとを有する例示的な小規模セル配備シナリオ７００Ａを示す。図７Ａに示すように、
小規模セルクラスタ７０４Ａは、マクロセル７０２Ａのカバレージエリア７１２Ａ内に位
置し得る。小規模クラスタ内の小規模セルのうちの２つ、たとえば、小規模セル７０８Ａ
および７１０Ａは、バックホールリンク７１４Ａを有し得る。いくつかの態様では、小規
模セルとマクロセルとの間のバックホールリンク、たとえば、小規模セル７１０Ａとマク
ロセル７０２Ａとの間のバックホールリンク７１６Ａがあり得る。
【００６４】
　[0081]図７Ｂは、（たとえば、屋外配備用の）マクロセル７０２Ｂと、（たとえば、屋
外配備用の）小規模セル７０６Ｂ、７０８Ｂ、および７１０Ｂの小規模セルクラスタ７０
４Ｂとを有する例示的な小規模セル配備シナリオ７００Ｂを示す。図７Ｂに示すように、
小規模セルクラスタ７０４Ｂは、マクロセル７０２Ｂのカバレージエリア７１２Ｂの外に
位置し得る。小規模セルクラスタ７０４Ｂにおける小規模セルは、たとえば、小規模セル
７０８Ｂと小規模セル７１０Ｂとの間および小規模セル７０８Ｂと小規模セル７０６Ｂと
の間に、バックホールリンク７１４Ｂおよび７１８Ｂを有し得る。いくつかの態様では、
小規模セルとマクロセルとの間のバックホールリンク、たとえば、小規模セル７０６Ｂと
マクロセル７０２Ｂとの間のバックホールリンク７１６Ｂもあり得る。いくつかの態様に
よれば、小規模セルクラスタ７０４Ｂは、図７Ｃおよび図７Ｄに示すように屋内配備用で
あり得る。
【００６５】
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　[0082]小規模セルのＴＤＤ配備の場合、同期の要件および技法は、アップリンク（ＵＬ
）／ダウンリンク（ＤＬ）のｅＮＢ－ｅＮＢおよびＵＥ－ＵＥの干渉を軽減し得る。強化
された干渉管理およびトラフィック適応（ｅＩＭＴＡ：enhanced interference manageme
nt and traffic adaptation）システムは、様々なセルにわたる考えられる様々な送信方
向を許容し得るが、サブフレームが整合された送信方向を有するように、時間同期が依然
として望ましい。
【００６６】
　[0083]小規模セルの周波数分割複信（ＦＤＤ）配備の場合、拡張セル間干渉協調（Ｆｅ
ＩＣＩＣ）、多地点協調送信（ＣｏＭＰ：coordinated multipoint transmission）、Ｎ
ＡＩＣなどのような高度な特徴のために、同期が望ましい。
【００６７】
　[0084]いくつかの態様によれば、小規模セルの場合、上記のネットワーク同期技法はＦ
ＤＤとＴＤＤの両方に適用され得る。
【００６８】
　[0085]いくつかの態様によれば、異なる同期層を有するＢＳには、異なる送信（Ｔｘ）
デューティサイクルが使用され得る。いくつかの態様では、送信は、様々な層にわたって
時差があることおよび／または直交することがある。たとえば、層０を有するＢＳは、０
、１００ｍｓ、２００ｍｓ、および３００ｍｓなどでサブフレーム中に送信することがあ
る一方、層１を有するＢＳは、５０ｍｓ、２５０ｍｓ、４５０ｍｓなどでサブフレームを
占有することがある。
【００６９】
　[0086]いくつかの態様では、より低い層に関連する１つまたは複数のＢＳは、より頻繁
に送信し、より高い層に関連する１つまたは複数のＢＳからの送信間で時間が重複するこ
ともある。たとえば、層０を有するＢＳは、０、１００ｍｓ、２００ｍｓ、および３００
ｍｓなどでサブフレーム中に送信することがある一方、層１を有するＢＳは、０ｍｓ、３
００ｍｓ、６００ｍｓなどでサブフレーム中に送信することがある。
【００７０】
　[0087]いくつかの態様によれば、ネットワークリスニングはアンカーキャリアベースで
あり得る。いくつかの態様では、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）がサポートされる場
合、シングルキャリア（たとえば、アンカーキャリア）上でネットワークリスニングを実
行することで十分であり得、この場合にはセル固有基準信号（ＣＲＳ）または他のＤＬ信
号がネットワークリスニングのために監視され得る。ただし、リピータがキャリア中に配
備されている場合には、キャリアはアンカーキャリアとして使用されるべきではない。い
くつかの態様では、ＢＳは、バックホール交換を通して、またはオーバージエア（ＯＴＡ
）で、（たとえば、リピータがキャリアのために配備されているかどうかを示すことによ
って）キャリアがアンカーキャリアとして使用されるべきかどうかを示し得る。
【００７１】
　[0088]いくつかの態様によれば、持続的な低いデューティサイクル信号が（たとえば、
アンカーバーストとして）送信され得る。いくつかの態様では、低いデューティサイクル
信号は、様々なデューティサイクルによるネットワークリスニングのための発見信号とし
て使用されることがあり、この場合、いくつかの時間インスタンス（time instances）に
おいて、信号がｅＮＢ間で重複する。いくつかの態様では、ｅＮＢ休眠モードの場合でも
周期的に送信される低いデューティサイクルの機会（たとえば、新しい信号または再使用
された発見信号）が導入され得る。これらの信号は、休眠モードの場合のように１次同期
信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）またはＣＲＳではないことがあり、その理由と
して、ＰＳＳ、ＳＳＳおよびＣＲＳはユーザ機器（ＵＥ）によって監視されており、ｅＮ
Ｂは、他のｅＮＢをリスニングするために信号をオフにすることが可能ではないことがあ
る。いくつかの態様では、遠隔ノードに到達するためにアンカーバーストに電力ブースト
が適用され得る。
【００７２】
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　[0089]いくつかの態様によれば、ローカル単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）送信が、
同じ層の１つまたは複数のＢＳ（たとえば、ＳＦＮによる層１の小規模セル）とともに実
行され得る。いくつかの態様では、ＳＦＮ動作はサブフレーム依存型またはロケーション
依存型でもあり得る。いくつかの態様では、信号は新しい信号である。
【００７３】
　[0090]いくつかの態様によれば、ＴＤＤの場合、ｅＮＢは、サブフレームをＵＥのため
のＵＬサブフレームとして宣言し得る。いくつかの態様では、いくつかのｅＮＢが、他の
セルがネットワークリスニングを実行するようにサブフレーム中にＤＬ信号を送信するこ
と、および／またはｅＮＢ自体がサブフレーム中にネットワークリスニングを実行するこ
とがある。いくつかの態様では、ｅＮＢは、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）送信
または任意の他のアップリンクＵＬ送信のためにＵＬサブフレームをスケジュールすべき
ではない。
【００７４】
　[0091]ＮＣＴはサブフレーム０および５からポート０上でのみＣＲＳを送信し得る。い
くつかの態様によれば、バックホール交換は、ネットワークリスニングを実行するために
ＮＣＴおよび／またはＬＣＴが使用されるかどうかを示し得る。
【００７５】
　[0092]いくつかの態様によれば、異なるセルは異なるＴＤＤ構成を有することがあり、
ＭＢＳＦＮを使用する伝統的な技法は問題を有し得る。ネットワークリスニングのための
１つの解決策は、ＵＥにＵサブフレーム（たとえば、アップリンクサブフレーム）として
宣言されたサブフレーム上での同期信号のＤＬ送信を許容することである。サービングセ
ルのサブフレームは、ＵＥにＵとして宣言されているので、ＵＥは、このセルからのＤＬ
信号を探すことはない。これらのサブフレームでは、いくつかの小規模セルは、他の小規
模セルが同期するように信号を送信することがある一方、他の小規模セルは、ネットワー
クリスニングを実行するために、それらのＤＬ送信をオフにすることがある。
【００７６】
　[0093]いくつかの態様によれば、バックホール交換またはオーバージエア交換が、ネッ
トワークリスニングを実行するためにレガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ）または新しいキ
ャリアタイプ（ＮＣＴ）を示すように定義され得る。これは、ＮＣＴがサブフレーム０お
よび５からポート０上でＣＲＳを送信するだけであり得るので、望ましい。Ｒｅｆ－１２
以降では、たとえば、必ずしも後方互換性があるとは限らない新しいキャリアタイプ（Ｎ
ＣＴ）が導入され得る。ＮＣＴでは、ＣＲＳの存在は、サブフレームのサブセットに（た
とえば、５サブフレームごとに）のみあること、ただ１つのアンテナポートに限られるこ
と、および狭帯域であることがある。これは、ＤＬオーバーヘッドを低減し、ｅＮＢのた
めのエネルギー節約を与えるのに寄与し得る。ＮＣＴのキャリアは、独立型またはキャリ
アアグリゲーションの一部であり得る。いくつかの場合には、ＮＣＴは、（すべてのサブ
フレームでないとしても）少なくともいくつかのサブフレームにおいてレガシー制御領域
を有しないことがある。ＮＣＴは、制御シグナリングのための（たとえば、物理ダウンリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）のために伝統的に使用されているリソースを使用して送
信された）拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）、ならびに潜在的に拡張
された物理制御フォーマットインジケータチャネル（ｅＰＣＦＩＣＨ）および／もしく拡
張ＰＨＩＣＨ（ｅＰＨＩＣＨ）、または別のキャリアからの制御に完全に依存し得る。い
くつかの実施形態では、ＮＣＴは、第１の目的に当初向けられたリソースを、第２の目的
に利用し得る。いくつかの実施形態では、ＮＣＴは、第１の目的のために伝統的に利用さ
れるリソースを、第２の目的に利用し得る。
【００７７】
　[0094]いくつかの態様によれば、小規模セルのコンテキストでは、異なるセルは、ｅＩ
ＭＴＡのための異なるＴＤＤ構成を有し得る。いくつかの実施形態では、すべてのＴＤＤ
構成にわたって、サブフレーム０／１／５／６など、送信方向を変更しないサブフレーム
がある。小規模セルは、ネットワークリスニングのために、これらの固定ＤＬサブフレー
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ニングを実行し得るが、固定サブフレーム上でリスニングするだけであり得る。代替的に
、小規模セルは、それらのＴｘをオフにすることによって、固定サブフレームにおいて低
いデューティサイクルリスニングモードを使用し得る。ＣＲＳ、ＰＳＳ、またはＳＳＳは
、このコンテキストで使用され得る。ｅＮＢは、（たとえば、ドリフトがより小さい）よ
り良い発振器を有し得る。したがって、起動時間は、ＵＥ追跡よりも疎であり得る。
【００７８】
　[0095]いくつかの実施形態では、小規模セルは、別の非固定サブフレームを使用し得る
が、それがマルチブロードキャストＳＦＮ（ＭＢＳＦＮ）であることをＵＥに通知するこ
とがある。ＭＢＳＦＮでは、ＣＲＳは第１のシンボルから送信されるが、いくつかのｅＮ
Ｂは、ネットワークリスニングのためにサブフレームの残存部分においてＤＬ信号を送信
し得る。これは、ＦＤＤとＴＤＤの両方の場合にあり得る。ダウンリンク信号は、ネット
ワークリスニングに使用されるＣＲＳまたは別の信号のいずれかであり得る。より低いデ
ューティサイクルでは、ｅＮＢは、ネイバーセルを見つけるために、別のアンカーサブフ
レーム（たとえば、送信方向を変更しないサブフレーム）中にＰＳＳ／ＳＳＳを探索し得
る。
【００７９】
　[0096]いくつかの態様によれば、異なる小規模セルは、電力を節約し、干渉を低減する
ために、異なる時間に休眠状態に入り得る。ＮＣＴでは、ＣＲＳは、ポート０によりＳＦ
０およびＳＦ５でのみ送信される。小規模セルがネットワークリスニングを実行するとき
、同期セルはオフであり得る。
【００８０】
　[0097]協調セル休眠のために、同期セルは制限付き休眠状態を有し得る。バックホール
情報交換またはオーバージエア情報交換に基づいて、同期小規模セルは、制限付き休眠動
作を有し得る。小規模セルは、ネットワークリスニングを実行する他の小規模セルの同期
のために、ＤＬ信号を送信し得る。代替的に、セルを同期させるための制限付きネットワ
ークリスニング時間が利用され得る。同期小規模セルの送信時間は、同期セルがこれらの
送信時間にのみネットワークリスニングを実行し得るように、バックホールにおいて、ま
たはオーバージエアで交換され得る。
【００８１】
　[0098]いくつかの態様によれば、送信は同期層に従って時差があり得る。様々な休眠時
間に関連する小規模セルは、より低い層を有する小規模セルをリスニングするより多くの
機会を有し得る。
【００８２】
　[0099]表１は、様々なアップリンクおよびダウンリンク構成と対応するダウンリンク－
アップリンク切替えポイント周期とを示しており、Ｕはアップリンク送信方向を示し、Ｄ
はダウンリンク送信方向を示し、Ｓは特殊サブフレームを示す。
【００８３】
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【表１】

【００８４】
　[00100]図８～図１０に、ネットワークリスニングＢＳに同期信号を送信するために、
同期ＢＳなどのＢＳによって実行され得る例示的な動作を示す。
【００８５】
　[0100]図８は、ワイヤレス通信のための例示的な動作８００を示す。動作８００は、た
とえば、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ、ピコＢＳ、フェムトＢＳ、またはリレーＢＳ）によ
って実行され得る。動作８００は８０２において、１次ＢＳまたは２次ＢＳから送信され
た第１の同期信号に基づいてネットワークとの同期を捕捉することによって始まり得る。
【００８６】
　[0101]８０４においてＢＳは、ＢＳがネットワークとの同期を１次ＢＳから捕捉したか
、それとも２次ＢＳから捕捉したかに基づいてＢＳについての同期層を決定し得る。いく
つかの態様では、同期層は、ＢＳと１次ＢＳとの間のホップの数に基づいて決定され得る
。同期層は、ホップの数に比例し得る。より低い同期層を有するＢＳは、より高い同期層
を有するＢＳよりも頻繁に同期信号を送信し得る。様々な同期層を有するＢＳは、少なく
とも部分的に重複する同期信号を送信し得る。
【００８７】
　[0102]８０６においてＢＳは、１つまたは複数の他のＢＳ（たとえば、第３のＢＳ、ま
たは第１のＢＳと第２のＢＳとを含まないＢＳのグループ）がネットワークとの同期を捕
捉するために使用するように第２の同期信号を送信することがあり、ここにおいて、送信
することは、決定された同期層に少なくとも部分的に基づく。たとえば、ＢＳは、ネット
ワークリスニングのためのＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、新しいセル発見信号、または低いデ
ューティサイクル信号を送信し得る。いくつかの態様では、ＢＳは、決定された同期層に
少なくとも部分的に基づいて、同期信号を送信するためのデューティサイクルを決定し得
る。いくつかの態様では、様々な同期層を有するＢＳは、重複しない同期信号を送信し得
る。いくつかの態様では、ＢＳは、同じ層の１つまたは複数のＢＳとともにＳＦＮ送信（
たとえば、サブフレーム依存型またはロケーション依存型）を実行し得る。いくつかの態
様では、１次ＢＳまたは２次ＢＳから送信された第１の同期信号に基づいてネットワーク
との同期を捕捉することは、サブフレームがアップリンクサブフレームであることを１つ
または複数のユーザ機器（ＵＥ）にシグナリングすることと、ネットワークとの同期を捕
捉するためにサブフレーム中に別のＢＳによって送信された第１の同期信号を対象にリス
ニングすることとを含む。追加または代替として、１つまたは複数の他のＢＳがネットワ
ークとの同期を捕捉するために使用するように第２の同期信号を送信することは、サブフ
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レームがアップリンクサブフレームであることを１つまたは複数のＵＥにシグナリングす
ることと、サブフレーム中に他のＢＳがリスニング対象にするように第２の同期信号を送
信することとを含む。
【００８８】
　[0103]図９は、ワイヤレス通信のための例示的な動作９００を示す。動作９００は、た
とえば、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ、ピコＢＳ、フェムトＢＳ、またはリレーＢＳ）によ
って実行され得る。動作９００は９０２において、１次ＢＳまたは２次ＢＳから送信され
た第１の同期信号に基づいて、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）がサポートされるネッ
トワークとの同期を捕捉することによって始まり得る。
【００８９】
　[0104]９０４においてＢＳは、第２の同期信号を送信するためのアンカーキャリアを選
択し得る。いくつかの態様では、アンカーキャリアは、ＣＲＳまたは何らかの他のダウン
リンク（ＤＬ）信号が監視されるキャリアであり得る。いくつかの態様では、選択された
アンカーキャリアは、リピータが配備されていないキャリアであり得る。いくつかの態様
では、ＢＳは、別のＢＳとのバックホール交換またはＯＴＡ交換に基づいて、リピータが
配備されていると決定し得る。
【００９０】
　[0105]９０６においてＢＳは、アンカーキャリア上で第２の同期信号を送信し得る。
【００９１】
　[0106]図１０は、ワイヤレス通信のための例示的な動作１０００を示す。動作１０００
は、たとえば、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ、ピコＢＳ、フェムトＢＳ、またはリレーＢＳ
）によって実行され得る。動作１０００は１００２において、１次ＢＳまたは２次ＢＳか
ら送信された第１の同期信号に基づいてネットワークとの同期を捕捉することによって始
まり得る。
【００９２】
　[0107]１００４においてＢＳは、（たとえば、ＢＳが休眠モードにあるときでも）第２
の同期信号の１つまたは複数のバーストを送信することがあり、ここにおいて、１つまた
は複数のバーストは、比較的低いデューティサイクルにより持続的に送信される。いくつ
かの態様では、同期信号の１つまたは複数のバーストは、異なるＢＳからの同期信号の１
つまたは複数のバーストと少なくとも部分的に重複し得る。いくつかの態様では、同期信
号の１つまたは複数のバーストは、ＵＥまたは別のＢＳのうちの少なくとも１つに向けら
れた１つまたは複数の信号を含み得る。いくつかの態様では、同期信号の１つまたは複数
のバーストは、ＢＳによってサービスされるＵＥのための同期信号を含まない。
【００９３】
　[0108]いくつかの態様では、ＢＳは、同期信号の１つまたは複数のバーストを送信する
ための送信電力を、他の信号のための送信電力に対してブーストし得る。
【００９４】
　[0109]図１１～図１５に、同期信号を対象にするネットワークリスニングのために、た
とえばＢＳ（たとえば、ネットワークリスニングＢＳ）によって実行され得る例示的な動
作を示す。
【００９５】
　[0110]図１１は、ワイヤレス通信のための例示的な動作１１００を示す。動作１１００
は、たとえば、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ、ピコＢＳ、フェムトＢＳ、またはリレーＢＳ
）によって実行され得る。動作１１００は１１０２において、サブフレームがアップリン
クサブフレームであることを１つまたは複数のＵＥにシグナリングすることによって始ま
り得る。
【００９６】
　[0111]１１０４においてＢＳは、ネットワークとの同期を捕捉するためにサブフレーム
中に別のＢＳによって送信された同期信号を対象にリスニングすること、またはサブフレ
ーム中に１つもしくは複数の他のＢＳがリスニング対象にするように同期信号を送信する
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ことのうちの少なくとも１つを行い得る。いくつかの態様では、ＢＳは、サブフレームの
ためにＲＡＣＨ送信または任意の他のＵＬ送信をスケジュールしないことがある。いくつ
かの態様では、ＢＳは、ＵＬサブフレームとしてシグナリングされたサブフレーム中に他
のＢＳがリスニング対象にするように１つまたは複数の同期信号を送信し得る。
【００９７】
　[0112]図１２は、ワイヤレス通信のための例示的な動作１２００を示す。動作１２００
は、たとえば、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ、ピコＢＳ、フェムトＢＳ、またはリレーＢＳ
）によって実行され得る。動作１２００は１２０２において、バックホール接続またはオ
ーバージエア接続を介して、キャリアがレガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ）であるか、そ
れとも新しいキャリアタイプ（ＮＣＴ）であるかを示すシグナリングを受信することによ
って始まり得る。
【００９８】
　[0113]１２０４において、ＢＳは、指示に基づいて、別のＢＳによって送信された同期
信号を対象にリスニングし得る。
【００９９】
　[0114]図１３は、ワイヤレス通信のための例示的な動作１３００を示す。動作１３００
は、たとえば、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ、ピコＢＳ、フェムトＢＳ、またはリレーＢＳ
）によって実行され得る。動作１３００は１３０２において、ＢＳがネットワークとの同
期を１次ＢＳから捕捉したか、それとも別のＢＳから捕捉したかに基づいて、１次ＢＳま
たは別のＢＳから送信された同期信号に基づいてネットワークとの同期を捕捉した１つま
たは複数の他のＢＳについての同期層を決定することによって始まり得る。
【０１００】
　[0115]１３０４においてＢＳは、ネットワークとの同期を捕捉するために使用する他の
基地局からの同期信号（たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、またはＣＲＳ）を対象にリスニング
することがあり、ここにおいて、リスニングすることは、決定された同期層に少なくとも
部分的に基づく。いくつかの態様では、ＢＳは、決定された同期層に少なくとも部分的に
基づいて、同期信号の送信のためのデューティサイクルを決定し得る。いくつかの態様で
は、様々な同期層を有するＢＳは、重複しない同期信号を送信し得る。いくつかの態様で
は、同期層は、ＢＳと１次同期ソースとの間のホップの数に基づいて決定され得る。たと
えば、同期層は、ホップの数に比例し得る。いくつかの態様では、より低い同期層を有す
るＢＳは、より高い同期層を有するＢＳよりも頻繁に同期信号を送信し得る。いくつかの
態様では、様々な同期層を有するＢＳは、少なくとも部分的に重複する同期信号を送信し
得る。いくつかの態様では、ＢＳは、同じ層の１つまたは複数の基地局からのＳＦＮ送信
を対象にリスニングし得る。ＳＦＮ送信はサブフレーム依存型またはロケーション依存型
であり得る。
【０１０１】
　[0116]図１４は、ワイヤレス通信のための例示的な動作１４００を示す。動作１４００
は、たとえば、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ、ピコＢＳ、フェムトＢＳ、またはリレーＢＳ
）によって実行され得る。動作１４００は１４０２において、１次ＢＳまたは別のＢＳか
ら送信された同期信号に基づいて、ＣＡがサポートされるネットワークとの同期を捕捉し
た１つまたは複数の他のＢＳによって送信された同期信号を対象にリスニングするための
アンカーキャリアを識別することによって始まり得る。
【０１０２】
　[0117]１４０４においてＢＳは、アンカーキャリア上で同期信号を対象にリスニングし
得る。いくつかの態様では、アンカーキャリアは、ＣＲＳまたは何らかの他のＤＬ信号が
監視されるキャリアであり得る。いくつかの態様では、アンカーキャリアは、リピータが
配備されていないキャリアであり得る。いくつかの態様では、ＢＳは、別のＢＳとのバッ
クホール交換またはＯＴＡ交換に基づいて、リピータが配備されていると決定し得る。
【０１０３】
　[0118]図１５は、ワイヤレス通信のための例示的な動作１５００を示す。動作１５００
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は、たとえば、ＢＳ（たとえば、ＨｅＮＢ、ピコＢＳ、フェムトＢＳ、またはリレーＢＳ
）によって実行され得る。動作１５００は１５０２において、１次ＢＳまたは別のＢＳか
ら送信された同期信号に基づいてネットワークとの同期を捕捉した１つまたは複数のＢＳ
からの同期信号の１つまたは複数のバーストを対象にリスニングすることによって始まり
得、ここにおいて、１つまたは複数のバーストは、比較的低いデューティサイクルにより
持続的に送信される。
【０１０４】
　[0119]１５０４においてＢＳは、同期信号の１つまたは複数のバーストに基づいてネッ
トワークとの同期を捕捉し得る。いくつかの態様では、様々なＢＳからの同期信号の１つ
または複数のバーストは、少なくとも部分的に重複し得る。いくつかの態様では、ＢＳは
、ＢＳが休眠モードまたはオフモードにあるときでも、同期信号の１つまたは複数のバー
ストを対象にリスニングし得る。いくつかの態様では、バーストは、他の信号のための送
信電力に対してブーストされた送信電力により送信され得る。いくつかの態様では、同期
信号の１つまたは複数のバーストは、ＵＥまたは別のＢＳに向けられた１つまたは複数の
信号を含み得る。いくつかの態様では、同期信号の１つまたは複数のバーストは、ＢＳに
よってサービスされるＵＥのための同期信号を含まないことがある。
【０１０５】
　[0120]開示されたプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法
の一例であることを理解されたい。設計上の嗜好に基づいて、プロセスにおけるステップ
の特定の順序または階層が再配置され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステ
ップが組み合わされてもよく、省略されてもよい。添付の方法クレームは、見本の順序に
おける様々なステップの要素を提示しており、提示された特定の順序または階層に限定さ
れることを意味するものではない。
【０１０６】
　[0121]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単
一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂまたは
ｃのうちの少なくとも１つ」には、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－ｂ
－ｃを網羅することが意図されている。
【０１０７】
　[0122]情報および信号は様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表すことが
できることを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得
るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電
流、電磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せ
によって表され得る。
【０１０８】
　[0123]さらに、本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実装できることを、当業者は諒解されよう。ハードウ
ェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロッ
ク、モジュール、回路、およびステップを、上記では概してそれらの機能に関して説明し
た。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは
、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者は、説明
した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装することができるが、そのような実装の
決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０１０９】
　[0124]本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタロジック、個別ハードウェア構
成要素、あるいは本明細書に記載の機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
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せを用いて実装または実行できる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサとすることがで
きるが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械とすることができる。プロセッサは、コンピューティングデ
バイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプ
ロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の
他のそのような構成として実装することもできる。
【０１１０】
　[0125]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファームウェ
アモジュールで実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェア／
ファームウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲ
ＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブ
ルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体
中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、およ
び／または記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代
替として、記憶媒体はプロセッサに一体化することができる。プロセッサおよび記憶媒体
はＡＳＩＣ中に存在することができる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在することができ
る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内に個別構成要素として存在
することもできる。一般に、図に示す動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をも
つ対応するカウンターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。
【０１１１】
　[0126]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア／ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェア／ファーム
ウェアで実装する場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ
可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コン
ピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能に
する任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎
用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。
限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは
他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラム
コード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまた
は汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えること
ができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（ｄ
ｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、通常はディスク（ｄｉｓｋ）が磁気的にデータ
を再生し、一方、ディスク（ｄｉｓｃ）がレーザによって光学的にデータを再生する場合
に、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル
多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイ（登録
商標）ディスクを含む。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきであ
る。
【０１１２】
　[0127]本開示の前述の説明は、いかなる当業者でも本開示を作成または使用することが
できるように提供される。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかであり、本明
細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態
に適用できる。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるも
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のではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えら
れるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　基地局によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１次基地局または２次基地局から送信された第１の同期信号に基づいてネットワークと
の同期を捕捉することと、
　前記基地局が前記ネットワークとの同期を前記１次基地局から捕捉したか、それとも前
記２次基地局から捕捉したかに基づいて前記基地局についての同期層を決定することと、
　１つまたは複数の他の基地局が前記ネットワークとの同期を捕捉するために使用するよ
うに第２の同期信号を送信することと、ここにおいて、前記送信することは、前記決定さ
れた同期層に少なくとも部分的に基づく、を備える方法。
［Ｃ２］　前記第１の同期信号および前記第２の同期信号はそれぞれ、ネットワークリス
ニングのための１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、セル固有基準信号、
新しいセル発見信号または低いデューティサイクル信号のうちの少なくとも１つを備える
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記１次基地局または前記２次基地局から送信された前記第１の同期信号に基
づいて前記ネットワークとの同期を捕捉することは、
　サブフレームがアップリンクサブフレームであることを１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ）にシグナリングすることと、
　前記サブフレーム中に任意のランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）送信またはアップ
リンク送信をスケジュールするのを控えることと、
　ネットワークとの同期を捕捉するために前記サブフレーム中に別の基地局によってダウ
ンリンク上で送信された前記第１の同期信号を対象にリスニングすることとを備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記１つまたは複数の他の基地局が前記ネットワークとの同期を捕捉するため
に使用するように前記第２の同期信号を送信することは、
　サブフレームがアップリンクサブフレームであることを１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ）にシグナリングすることと、
　前記サブフレーム中に任意のランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）送信またはアップ
リンク送信をスケジュールするのを控えることと、
　前記サブフレーム中に前記１つまたは複数の他の基地局がリスニング対象にするように
ダウンリンク上で前記第２の同期信号を送信することとを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　前記送信することは、前記決定された同期層に少なくとも部分的に基づいて、
前記第２の同期信号を送信するためのデューティサイクルを決定することを備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ６］　様々な同期層を有する基地局は、重複しない同期信号を送信する、Ｃ５に記載
の方法。
［Ｃ７］　前記同期層は、前記基地局と前記１次基地局との間のホップの数に基づいて決
定され、ここにおいて、同期層はホップの前記数に比例し、
　より低い同期層を有する基地局は、より高い同期層を有する基地局よりも頻繁に同期信
号を送信する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］　様々な同期層を有する基地局は、少なくとも部分的に重複する同期信号を送信
する、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］　前記送信することは、同じ層の１つまたは複数の基地局とともに単一周波数ネ
ットワーク（ＳＦＮ）送信を実行することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記ＳＦＮ送信は、サブフレーム依存型またはロケーション依存型のうちの
少なくとも１つである、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記基地局は、ホームｅノードＢ、ピコ基地局、フェムト基地局、またはリ
レー基地局のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］　基地局によるワイヤレス通信のための方法であって、
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　１次基地局または２次基地局から送信された同期信号に基づいて、キャリアアグリゲー
ション（ＣＡ）がサポートされるネットワークとの同期を捕捉することと、
　第２の同期信号を送信するためのアンカーキャリアを選択することと、
　前記アンカーキャリア上で前記第２の同期信号を送信することとを備える方法。
［Ｃ１３］　前記アンカーキャリアは、セル固有基準信号（ＣＲＳ）または何らかの他の
ダウンリンク（ＤＬ）信号のうちの少なくとも１つが監視されるキャリアを備える、Ｃ１
２に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記アンカーキャリアを選択することは、リピータが配備されていないキャ
リアを選択することを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］　別の基地局とのバックホール交換またはオーバージエア（ＯＴＡ）交換に基
づいて、リピータが配備されていると決定することをさらに備える、Ｃ１４に記載の方法
。
［Ｃ１６］　前記基地局は、ホームｅノードＢ、ピコ基地局、フェムト基地局、またはリ
レー基地局のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１７］　基地局によるワイヤレス通信のための方法であって、
　１次基地局または２次基地局から送信された第１の同期信号に基づいて、ネットワーク
との同期を捕捉することと、
　第２の同期信号の１つまたは複数のバーストを送信することと、ここにおいて、前記１
つまたは複数のバーストは、比較的低いデューティサイクルにより持続的に送信される、
を備える方法。
［Ｃ１８］　第２の同期信号の前記１つまたは複数のバーストを送信することは、前記基
地局が休眠モードまたはオフモードにあるときでも、第２の同期信号の前記１つまたは複
数のバーストを送信することを含む、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］　第２の同期信号の前記１つまたは複数のバーストは、異なる基地局からの第
３の同期信号の１つまたは複数のバーストと少なくとも部分的に重複する、Ｃ１７に記載
の方法。
［Ｃ２０］　第２の同期信号の前記１つまたは複数のバーストを送信するための送信電力
を、他の信号のための送信電力に対してブーストすることをさらに備える、Ｃ１７に記載
の方法。
［Ｃ２１］　第２の同期信号の前記１つまたは複数のバーストは、ユーザ機器または別の
基地局のうちの少なくとも１つに向けられた１つまたは複数の信号を含む、Ｃ１７に記載
の方法。
［Ｃ２２］　第２の同期信号の前記１つまたは複数のバーストは、前記基地局によってサ
ービスされるユーザ機器のための同期信号を含まない、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２３］　前記基地局は、ホームｅノードＢ、ピコ基地局、フェムト基地局、またはリ
レー基地局のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２４］　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　１次基地局または２次基地局から送信された第１の同期信号に基づいてネットワーク
との同期を捕捉することと、
　　前記基地局が前記ネットワークとの同期を前記１次基地局から捕捉したか、それとも
前記２次基地局から捕捉したかに基づいて前記基地局についての同期層を決定することと
、
　　１つまたは複数の他の基地局が前記ネットワークとの同期を捕捉するために使用する
ように第２の同期信号を送信することと、ここにおいて、前記送信することは、前記決定
された同期層に少なくとも部分的に基づく、
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリとを備える装置。
［Ｃ２５］　前記第１の同期信号および前記第２の同期信号はそれぞれ、ネットワークリ
スニングのための１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、セル固有基準信号
、新しいセル発見信号または低いデューティサイクル信号のうちの少なくとも１つを備え



(26) JP 6462668 B2 2019.1.30

10

20

る、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記１次基地局または前記２次基地局から送信された前記第１の同期信号に
基づいて前記ネットワークとの同期を捕捉することは、
　サブフレームがアップリンクサブフレームであることを１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ）にシグナリングすることと、
　前記サブフレーム中に任意のランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）送信またはアップ
リンク送信をスケジュールするのを控えることと、
　ネットワークとの同期を捕捉するために前記サブフレーム中に別の基地局によってダウ
ンリンク上で送信された前記第１の同期信号を対象にリスニングすることとを備える、Ｃ
２４に記載の装置。
［Ｃ２７］　前記１つまたは複数の他の基地局が前記ネットワークとの同期を捕捉するた
めに使用するように前記第２の同期信号を送信することは、
　サブフレームがアップリンクサブフレームであることを１つまたは複数のユーザ機器（
ＵＥ）にシグナリングすることと、
　前記サブフレーム中に任意のランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）送信またはアップ
リンク送信をスケジュールするのを控えることと、
　前記サブフレーム中に前記１つまたは複数の他の基地局がリスニング対象にするように
ダウンリンク上で前記第２の同期信号を送信することとを備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記同期層は、前記基地局と前記１次基地局との間のホップの数に基づいて
決定され、ここにおいて、同期層はホップの前記数に比例し、
　より低い同期層を有する基地局は、より高い同期層を有する基地局よりも頻繁に同期信
号を送信する、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２９］　様々な同期層を有する基地局は、少なくとも部分的に重複する同期信号を送
信する、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記基地局は、ホームｅノードＢ、ピコ基地局、フェムト基地局、またはリ
レー基地局のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２４に記載の装置。
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